









































記述する側の偏見や心理的抵抗 による、曖昧なあるいは不正確な記録の断片などから、その社会の「ベルダーシュ」の意味を推測する作業は必ずしも容易なも ではなかった。現在もその作業は続けているが、本稿では幾分視点を変えて 「特定のこの社会のベルダーシュ」ではなく、 「ベルダーシュ」というもの 普遍 な特徴や性質を（あるとすればであるが）理解するための枠組みを仮説的に構築する作業を行いたい。　
その前に、これまでのアメリカ人類学のステレオタイプの発想を改め




れる。戦士とし 武勇を実現しようとする勇気 ない、精神的 弱い男が、男であるこ を回避する道筋（社会的に許容される存在様態） して「ベルダーシュ」を選ぶという理解が初期のアメリカ人類学では普通であった。　
ここには、男であることをやめることはすなわち女になることだ い








先住民の各部族のような小 な集団において、明確 同性愛的傾 のある成員にも逸脱者として はない社会的位置を与え こと、かつ他 者が「ベルダーシュ」相手 一時的 性の冒険をすることで、それ以上の問題を生じさせずに社会の健康が保 れること、の二つによって、 「ベルダーシュ」はむしろ意義 ある制度であると考えた（
D
evereux 1937 ） 。
　
最近ではゲイなどの性的少数者研究の脈絡では「ベルダーシュ」は同
性愛者であることを当然視 ているようだ。 「ベルダーシュ」は男のspirit と女の
spirit 両方を持つ存在であり、 北アメリカ先住民の固有の文












二つの性質を両方持つということ 、男でも い、女でもな 独自の存
ミソジニー、ジャイノフィリア、ベルダーシュ
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がいて、そういう人が本当の「ナドレ」 （ナバホ族の「ベルダーシュ」 ）になるのだ と
社会的に認識されている場合がある。 （
そうでない人はそ
うと偽って る「ナドレ」とされることになる。 ）また、夢見などでそ人が啓示を受けたから「ベルダーシュ」にならざ を得な のだ、と考える社会もある。 これらは何らかの特異な性質、 あるいは経験をもつ （ある面「聖痕（スティグマ） 」をつけられた） がいて、それらの に何らかの社会的役割あるいは位置づけ 社会が与え のだ 考え 立場である。いわば個人中心的な発想に近い。　
これに対して、健全な社会の維持のためには必ず「ベルダーシュ」と
いうものがいなけれ ならないと考える立場もあり得る。この場合理論









いなければならない、とされてい 。何らかの理由で欠け と補充の方策がとられる。 「ベルダーシュ」の場合も同様に部族ご に何人か 必ずいたようだ。詳細は不明だが ある家系な し家族 ら出 あるいは選ばれることに っている部族もあ ようだ。そのような特定性はないにせよ「ベルダーシュ」を「切 さず」必ず誰か一人は部 集団（バンド） いるかのごとく 感じられ のは、集団の圧力、集団の意志がまずあり、ある個人がそれに感応す ような現象と考えられるのではないかと思う。　
これも筆者の沖縄におけるシャーマニズム研究の経験からヒントを得




ってゆくのではないかと、特別な目で見守っていることがあ 。霊に感応しやすい特別な「生まれの」人として扱 、いずれユタ して成巫すると期待するようだ。
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　「ベルダーシュ」の場合も幼いときから独特の資質を示して、女の子と交わって女の子の遊びをすることを好むとか、女の仕事に興味を持つとかのことが指摘されている例がある。親は将来「ベルダーシュ」になることはできたら避けたいとして、そのような傾向を抑制するよう しつけたり注意したりするのだが、効果はなく、思春期に入る前の年頃にイニシエーションを行って、いわば部族公認の存在に るようである。そしてそれなりの役割 儀礼などで果たすことが多い。　つまり、 「ベルダーシュ」は個人のレベルの問題ではなく、先ずもって




















































































活力の本質と観念されているから、それを失うこ は身体 衰弱と究極的には死を意味す 。 交は女が男 精を奪う行為 り、女 ます
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ます活力に満ちるが、男は「枯渇」する。と同時に女は邪悪な影響あるいは物質を性交あるいはペニスを通じて男に「感染」させる。この貴重なものの「枯渇」と邪悪なものの「感染」が女性との接触 よって男に生ずるが故に、汚れたもの、邪悪なもの、危険なもの して男たち 女たちを（文字通り）遠ざける である。 ューギニア高地民 多くの部族は、女達から離れ、男たちだけで大きな「 家（
m
en’s house ） 」で














り、その中で様々 秘儀的知識や儀礼を伝える。それを女が見たり、儀礼の道具に触れたりすると厳しい制裁（輪姦や場合によっては死）によって罰せられる。つま 男たちは何らか価値のあ ものを作り出そうとするのに対し、それを邪魔し、破壊する、あるいは堕落させる存在として女を憎み嫌悪する現象である。　
これはなにもニューギニアやアマゾニアの「未開社会」に限ったこと
ではなく、古くからの文明や の大きな宗教の場合でも事情は同じである。修行に打ち込む男たちを誘惑して堕落させる は、魅力 それ故に邪悪なものと感じられ 女たちであるとさ てい 。また社会のあらゆる面で「秩序」を作り出 に対して 女は様々 企みを仕掛けてそれを無に帰させる。多くの社会で、男対女の対立は文化と自然の対立に、比喩的に等置され ことを人類学は明
らかにしているが（アードナー他
1987 ） 、 「道徳的なミソジニー」とはつまり男対女の対立を秩序対混乱の
対立に等置し置き換えたものということができ 。　
しかしこれまでの説明ですでに明らかなように、これらの女性嫌悪の










































る。先に述べたようにギルモアの立場では単なる男尊女卑の思想はミソジニーとは異なるとされる。しかし、例えば（男尊女卑で名高い）薩摩の武家社会などでの、女は男の枕元を通ってはならないとか、ましてやたとえ母でも男の子を跨いだりしてはならないという決まりなどは、ニューギニアのミソジニー 連想させる。神聖な頭部や、子供でも男である以上その上に、女性の性的な下半身を近づけては らな との感覚があるが故の禁忌であろう。また風呂にしても女性たち 常に最後に入るというのも、ギルモア い 「身体 ミソジニー」を想定し ければ理解できない。つまりこ 場合は上記「モデルＡ」で理解できるので ミソジニーの一つ 現れと考えることができる。　
その他にも特に宗教的儀礼などに関したところに類似の現象を見るこ
とができる。仏教も「性差別」してい と われ が、ギルモアのいうように「道徳的なミソジニー」であろうと思われる 修行者が色香に迷って精進の邪魔になる 恐れが影響しているの あろう。山岳宗教でも「女人禁制」がある。相撲の土俵には女は がってはならいことを批判するフェミニストに対し、なぜ女は土俵に上がって なら いかを擁護した論 ある。いずれ してもただ 男尊女卑で なく 背後にミソジニー的な感覚を想定できるだろう　
現実の現象を二つのモデルでこのように截然と区別できるものではな
























































































ギニア本島 同じく）徹底して男女別々の社会生活を、いわば宗教的教義ともいうべき決まりとしていて その限りにおいて男女とも病気や災難から免れていられると信じている。しかし性行為はそ 決まりを逸脱しなければならな 場面の一つで、男女ともに危険の伴う行為と認識されている。その結果彼等はどういう風に考え行動するか、これも少し長いがホグビンを引用する（
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ーマを普遍的な子宮あ いは妊娠羨望の例と な 」とギルモアは指摘している（
G
ilm




いる。禁煙をす ために催眠暗示を受けていて、 「 ﹃どん 人間になりたいか﹄想像するように」言われたとき「妊娠した女性のイメージがひょいとう ん」で、催眠下で「その人間になれ という暗示を受けた」ためにお腹や乳首が膨らんできたのだ（バレット
 1999:122 ） 。悪阻も生じ、
乳首から液体が分泌され腹部内に＂心臓 鼓動＂のようなものまで感じるようになった（同書、同箇所） 。　
このように単性生殖的に、あるいは男の自分が女性として受精 て、









































































たこ からの筆者の立論の為にも参照し くのは適切だろうと思い、簡単に筆者なり 理解で紹介したい。　
ビックフォードは同性愛の、特に性指向性（
sexual orientation ）の心










































































































































に苛まれているような人がいるとい ことは 頭で 理解できても 実感はしにくいことだ。先の発言で「彼女」には、私も含めた大多数の人たちのような気楽さ ない、無頓着さは持てな のだと言って た かもしれない。　
しかしながら次のように言うこともで るのではないかと う気がす
る。 「彼女」は男の身体を持っていることを「彼女」 現在 存在についての本質的な規定性と じているので か いうこ 。そうであるからこそ「自分は女ではない」と思って「落ち込む」 であろ 。
G
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で出会ったこ あ 人のことを思い出す。その人は若い男性で、仕草や言葉遣いなどに表れる女性的な雰囲気は感じられるが、 （いくつかの装身具は別にして）女性の服を着ていたわけで ない 本人も自覚しているのだが、その時点で 同性愛の指向性が明確にあり、実際に男性を求めて、そういう出会いを得やす しか べきところ 行き 機会があれば受動的な（つまり挿入される立場 ）性行為を行って た。つまり現象的には同性愛者として理解 ようなあり方が顕在化 た。　
その人の話を聞いていて印象深かったのは「男の人に女として愛され























































 2008 ） 、 「ニューハーフ」などもむし
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ous, n.d. にある。 この本は資料として使うには問題のあるも
のであることは承知してい これは
W
ikipedia
などの
w
ebsite
の記事を特定の
テーマ（この場合 、長 しい表題に現れ
いるように
、色々な文化の性的
少数者など）で編集したものである。最新の記述をサイトで確かめてはおいたが、本文で記したようにあくまで参考程度の扱いに止めておいてある。

